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一 

能
登
地
域
に
お
い
て
は
、
一
月
の
地
震
や
先
般
の
大
雨
に
よ
り
多
く
の
方
々
が
被
災
し
、
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
や
被
災
者
の
方
々
の
声
を
よ
く
踏
ま
え

な
が
ら
、
早
期
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対
応
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
十
月
中
旬
を
目

途
に
追
加
の
予
備
費
措
置
を
講
ず
る
よ
う
、
関
係
大
臣
間
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
も
、

切
れ
目
な
く
、
被
災
地
の
必
要
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

二 

全
て
の
人
々
が
安
心
と
安
全
を
感
じ
ら
れ
る
未
来
を
創
る
た
め
に
は
、
物
価
上
昇
を
上
回
っ

て
賃
金
が
上
昇
し
、
設
備
投
資
や
人
へ
の
投
資
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、
成
長
と
分
配
の
好
循
環

が
力
強
く
回
っ
て
い
く
経
済
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
経
済
は
、
五
・
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
の
賃
上
げ
、
最
低
賃
金
の
過
去
最
大
の
引
上
げ
、
名
目
百
兆
円
超
の
設
備
投
資
、
名
目

六
百
兆
円
を
超
え
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
て
改
善
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
個
人
消
費
は
力
強
い
回
復
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

好
循
環
を
後
戻
り
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
三

年
間
の
集
中
的
な
取
組
が
必
要
で
す
。 



 
三 
こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
、
足
元
で
物
価
高
に
苦
し
む
方
々
へ
の
支
援
、
デ
フ
レ
脱
却
を
確

か
な
も
の
と
す
る
た
め
の
成
長
力
強
化
、
災
害
対
応
を
含
む
安
心
・
安
全
の
確
保
と
い
っ
た
重

要
課
題
に
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
総
合
経
済
対
策
」
を
策
定
し
ま
す
。 

 

四 

経
済
対
策
の
柱
は
、
第
一
に
、
物
価
高
の
克
服
で
す
。
物
価
上
昇
を
上
回
っ
て
賃
金
が
上
昇
す

る
と
い
っ
た
成
長
と
分
配
の
好
循
環
が
確
実
に
回
り
出
す
ま
で
の
間
、
足
元
で
物
価
高
に
苦
し

む
方
々
へ
の
支
援
が
必
要
で
す
。
当
面
の
対
応
と
し
て
、
物
価
高
の
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所

得
者
世
帯
向
け
の
給
付
金
や
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
対
応
の
た
め
の
重
点
支
援

地
方
交
付
金
を
始
め
、
総
合
的
な
対
応
を
図
り
ま
す
。
構
造
的
な
対
応
と
し
て
、
家
庭
・
住
宅
の

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
に
強
い
社
会
の
実
現
に
向
け
た
対
応
も
図

り
ま
す
。 

 

五 

第
二
に
、
日
本
経
済
・
地
方
経
済
の
成
長
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
も
活
用
し
て
、
新
た
な
地
方
創

生
施
策
の
展
開
（
「
地
方
創
生
二
・
〇
」
）
を
図
り
ま
す
。
食
料
安
全
保
障
の
観
点
を
踏
ま
え
た

農
林
水
産
業
の
支
援
の
ほ
か
、
地
方
の
サ
ー
ビ
ス
業
、
観
光
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
、
地
方
の

潜
在
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
取
組
を
進
め
ま
す
。
中
堅
・
中
小
企
業
の
賃
上
げ
環
境
の
整

備
と
し
て
、
省
力
化
投
資
の
促
進
や
価
格
転
嫁
の
徹
底
等
を
進
め
、
賃
上
げ
の
継
続
を
支
援
し

ま
す
。
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
半
導
体
・
経
済
安
全
保
障
、
Ｇ
Ｘ
、
Ｄ
Ｘ
、
ス
タ
ー
ト



ア
ッ
プ
な
ど
、
成
長
力
に
資
す
る
国
内
投
資
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

六 
第
三
に
、
国
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
で
す
。
能
登
地
域
を
始
め
と
す
る
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
今
後
も
想
定
さ
れ
る
災
害
へ
の
備
え
に
万
全
を
期
す
た
め
、

防
災
体
制
の
抜
本
強
化
や
避
難
所
環
境
の
整
備
な
ど
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
を
進

め
ま
す
。
外
交
・
安
全
保
障
環
境
へ
の
変
化
に
も
的
確
に
対
応
し
ま
す
。
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

を
含
め
、
誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
に
も
取
り
組
み
ま
す
。 

 

七 

以
上
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣
を
中
心
に
、
与
党
と
も
十
分
連
携
し

て
、
具
体
的
な
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
来
る
べ
き

総
選
挙
後
、
速
や
か
に
経
済
対
策
を
決
定
し
て
補
正
予
算
を
提
出
い
た
し
ま
す
。
取
り
ま
と
め

に
当
た
っ
て
は
、
課
題
の
性
質
に
応
じ
て
、
規
制
・
制
度
改
革
や
財
政
投
融
資
の
手
法
な
ど
も
積

極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
財
政
措
置
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
財
務
大
臣
と
十
分
に
内

容
を
協
議
願
い
ま
す
。 

 

八 

閣
僚
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き
、
与
党
と
も
十
分
連
携
し
て
、
施

策
の
具
体
化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


